
 

会 議 名 第４回新城地域協議会 公  開 

日  時 
令和８年７月１６日（木） 

午後７時００分～午後８時４０分 
場  所 

市役所本庁舎 

４階会議室 

出 席 者 

（委員） 

西尾泰昭、権田康之、カークランド陽子、陶山典男、 

杉浦史佳、佐本達俊、今泉澄夫、藤田雅久、松浦正行、中川享子、 

野末茂、村松敬史、鈴木雅晴、白柳明美、鵜飼正智、安形元成、 

福本克司、右田光也、今泉栄 

（事務局） 

市民自治推進課：菅野参事、林主任 

新城自治振興事務所：今泉所長、藤本主任 

欠 席 者 矢賀美紀代、神藤早弥香 傍 聴 者 １名 

配布資料 

次第、 

資料１地域活動交付金における「交付率１００％の見直しについて 

資料２新城地域自治活動備品整備事業補助金交付要綱の廃止について 

資料３新城市新城地域自治活動備品整備事業補助金交付要綱 

資料４令和９年度 新城地域自治区予算事業計画策定（案）資料 

 

議題・議事・発言等（要点記録） 

１ 開会 

  会長あいさつ 

２ 報告 

（１）地域活動交付金模擬審査 

 事務局から地域活動交付金審査基準、採点項目等について説明がされ、A グループか

ら模擬事業説明（A グループ作成の企画書）があり、審査の流れを確認した。これにつ

いて委員全員で採点を行い、①Aグループ、②会長・B・Cグループ、③事務局ごとに 

分けて採点結果を出したところ、②＞③＞①の順で評価が高かった。 

 続いて審査基準や採点票の分かりにくい点、改善できる点について意見出しをした。 

【意見】 

〇採点票の文言が難しい。例えば「ワクワクするような事業か」など、直感的に判断で

きる指標でないと、委員によって評価指標の解釈が違ってしまう。 

〇「自ら考え、自ら実践する事業か。」の指標について、そうでない事業があるのか疑

問。 

（関連意見） 

・事業の全部を委託している場合などは、自らが実践していないとも捉えられる。 

・申請者は事業の運営者なのか、中身は他の人に託して片付けだけするのかなど、どん

な立場かによって判断が異なる。“どんな立場”で“どんなことをする”のか聞いた

方がよい。 

・他地域で実施されている事業をそのままマネした申請をされた場合、新城地域自治区

で実施するためにアレンジされているか、という観点もある。 

〇継続性・発展性の評価指標が２項目あるが、どちらも同じことを指しているように思

える。 

〇審査基準ではないが、予算が不足した場合には採択事業から申請額に応じて何％かを

出し合い、基準点以上であれば必ず交付を受けられることを考えられないか。 



（関連意見） 

・申請者は必要額で申請しており、交付額を減額すると事業が成り立たなくなる。 

 

 また、Aグループ作成の企画に委員から以下の意見があった。 

【意見】 

〇地域の団体が「こんな活動をしています」という紹介とか、団体を集めて何かやりま

すという、まとめ役の団体があるとよい。そのまとめ役が地域の団体の広報活動をサ

ポートできると、地域の団体は活動に専念できる。 

 

 続いて、活動交付金交付率や交付上限額について、これまでに挙がっていた意見と課 

題提起を振り返った。 

 「申請事業について事業費精査を促したい」、「交付率１００％でなくすることで自主 

財源を工面し、結果的に団体の主体性・自立がもっと出るのでは」、「大型事業（特に備 

品）に予算が集中している」、「小さな申請額・小さな活動も応援したい」といった意見 

を踏まえ、事務局から見直し案の提示があった。 

 これについて令和９年度事業からは、交付対象経費のうち５０万円までは１００％、 

それを超える部分は９０％の交付率とすることを賛成多数で可決した。基準額や交付率 

は同方法を取り入れている他地区の取り決めを参考にした試行的な決定であり、今後実 

践していく中で継続して考えていくことを確認した。 

【意見（採決前）】 

〇自己負担はあった方がよい。基準額は５０万円でも高い。新城市めざせ明日のまちづ

くり事業補助金も自己負担がある。 

〇新規団体は自己負担を用意しづらい。 

〇１つの事業に対して生じる減額分が少ないので、それだけでは採択数は増えない。 

（関連意見） 

・１つの事業で見ればそうでも、複数事業あれば差額は積みあがる。 

・事業費もより精査されていくため、全体事業費が下がることにもつながる。 

 

（２）新城地域自治活動備品整備事業要綱の廃止について 

 令和５年度を最後に実施のない新城地域自治活動備品整備事業について、地域課題解 

決のためにこの事業が担っていた役目を既に果たしたのではないか、それに伴い要綱を 

廃止してもよいのではないかという解釈ができるか、意見出しをした。 

 廃止するかの採決は次回以降の地域協議会で行うこととした。 

【意見】 

〇公民館備品を揃えるより、公民館自体を建て替えることを検討する時期になってきて

いるため、要綱廃止でよいと思う。 

〇この事業は役割を終えたと考えられる。 

 

（３）地域自治区予算事業 継続事業の検討方針について 

 事務局より事業検討の状況を説明された。 

【意見】 

 なし 

 

 

３ 報告 

（１）建議後の市長との意見交換会について 

 事務局より概要の説明がされた。 

 



４ その他連絡事項 

（１）第５回新城地域協議会について 

 開催日程が示された。令和８年８月２０日（木）午後７時から 市役所４階会議室 

５ 閉会 
 

 


